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---------------------------------------- 
[公開草案] 
「1 株当たり当期純利益に関する会計基準（案）」、「1 株当たり当期純利益に関する会計基

準の適用指針（案）」 
----------------------------------------- 
 ■ 法人名 ：横山会計事務所 
 ■ 部 署 ： 
 ■ 役 職 ： 
 ■ 名 前 ：横山明 
 ■ 電話番号 ：047-346-5214 
 ■ メールアドレス ：yokoyama-a@hi-ho.ne.jp 
----------------------------------------- 
 ■コメント：  
1 株当たり当期純利益の開示対象企業は、 
株式時価がある上場企業に限定し、公開会社以外に 1 株当たり純利益を計算表示する場合、

準拠すべき基準としておくべきです。 
 
1 株当たり純利益の開示場所は、損益計算書の純利益の下に開示し、計算方法の開示は注記

する旨明記すべきです。 
 
財務諸表作成者、監査人、財務諸表利用者にわかり易くするため、適用指針と会計基準は、

適用指針は、会計基準のアペンディックス（添付資料）などで一つにまとめるべきです。 
 
旧会計基準の企業会計基準第 2 号についての取り扱いを、新会計基準で明記すべきです。 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
”ＳＦＡＳ128 号「一株あたり利益の計算」修正案”のように判り易い基準を希望します。 

  

会計基準が判り易い必要性は、言うまでもないことですが、①作成者にとっては、十分理

解でき正確な計算ができる、②監査人にとっては、監査結果の判断（会計基準に照らして

意見を述べる）が明確となる、③財務諸表利用者にとっては数値の意味が理解でき投資判

断が可能となる、などです。 

したがって、会計基準の構成、内容は財務諸表作成・監査・利用者などの関係者すべてが

簡潔で判り易いものになっていることが必要です。 
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日本の会計基準も一人でも多くの人に理解して貰える努力が求められています。その点、

米国の、または、国際会計基準は判り易くできており参考としてもらいたいものです。 

  

特に、ＳＦＡＳ128 号の計算例は、四半期報告書も含めており、簡潔・明瞭です。 

 

 

 


